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The present study analyzed the effects of the homeroom teachers' self-disclosure on 
血e children's self-disclosure (internal as well as external) and school morale (satisfaction 
at schoo l/ desire to learn and homeroom solidarity). The subjects were 334 fifth grade 
students of 9 classes of 2 public elementary schools (1 75 boys and 159 girls). Our main 
findings are: 1. Children's external self-disclosure was significantly high in the classes 
where their homeroom teachers' self-disclosure was high ， as compared with the classes 
of the teachers with low self-disclosure. As to internal self-disclosure and school morale 
(satisfaction at schoo l/ desire to learn and school solidarity) ， no significant difference was 
found among homerooms. 2. Children's self-disclosure (internal and externa l) and school 
morale (satisfaction at schoo l/ desire to learn; homeroom solidarity) were significan t1 y 
high in the high groups of children: those who recognized their teachers' self-disclosure 
as high ， as compared with the low groups of children: those who recognized their 
teachers' self-disclosure as low. 

問題

本研究は学級担任教師の自己開示 (self-

disclosure) が児童の自己開示 (r 表面的」及び「内

面的」開示)及び学校モラール (r 学校満足・学習意

欲」及び「学級連帯性J) に及ぽす効果について分析

したものである.

最近，学校では，いじめや不登校など様々な問題

の発生に伴い，学校における教師のリーダーシップ

(指導性)や教師-児童・生徒関係のあり方が問い置

されているといえる.教師一児童・生徒聞の意思疎

通(コミュニケーション)の促進の問題もその一つ

である.近年，この対人関係におけるコミュニケー

ションの研究に，自己開示の問題が取り上げられる

ようになった.自己開示とは「自分自身に関する情

報を，本人の意志のもとに(強制されることなく)

特定の他者に対して言語を介して伝達すること」と

定義される(安藤， 1990). 自己開示 (self-disclosure)

*学校教育(心理学科)

“南九州税理士会

の用語は， J ourard & Lasakow (1 958) ， J ourard 

(1971) が導入して以来，臨床心理学やパーソナリテ

ィー心理学，更には社会心理学の領域で種々の角度

からの研究が行なわれてきた.社会心理学の分野で

は，自己開示をコミュニケーションの一部とみなし，

対人関係におザる自己開示の機能に焦点をおいた研

究が行なわれている.その 1 つに，自己開示の返報

性(reciprocity) の問題がある.これは，当初， Jourard

(1 959) が二者関係 (dyadic effect) と呼んだところ

のもので，自己開示の受け手が，同じ程度の深さの

自己開示を送り手に返す現象を指している.なお，

この返報性の効果を説明するモデルとしては，その

後の多くの実験的研究を基に「信頼・好意J 仮説，

「社会交換」仮説 rモデリング」仮説等が提唱され，

妥当性等の比較検討が行なわれている(例えば，

Archer ， 1979: 榎本， 1983: 安藤， 1986 ら). 

ところで，教師や母親の自己開示に対する子ども

の自己開示の辺報性を示唆する2，3の研究について

見てみることにする.小口(1 991) は，小・中学生

を対象に，母親の自己開示と養育態度が，子どもの

自己開示と学級集団への適応に及ぽす効果について
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検討を行なっている.その結果，母親の自己開示と

子どもの自己開示の聞に，また子どもの自己開示と

本人の学級集団への適応度(担任教師の評定)との

聞に，有意な正の相関を見い出している.また，安

西(1 986) は，生徒(中学生)の推定する自己と教

師との「意見類似性」が教師に対する自己開示の程

度に与える影響について分析を行い，次のような結

果を見出している.即ち，意見類似性が高い生徒群

の方が低い生徒群よりも教師や友人に対して自己開

示的であり，また教師に対する自己開示得点の高い

者は，低い者に比べて，教師との日常的なコミュニ

ケーションが活発であることを見出している.以上

の研究は，自己開示者としての学級担任教師に対す

る，児童・生徒の自己開示の辺報性の事実と，学校・

学級適応との関係が高くなることを示唆するもので

あろう.

本研究は，以上のような観点から，学級担任教師

の自己開示の高・低が児童の自己開示及び学校モラ

ールに及ぽす効果について分析せんとするものであ

る.なお，本研究では，教師の自己開示と教師のリ

ーダーシップ(指導性)行動との関係についても若

干の考察を行なうことにする.

仮説は次の通りである.

仮説1. r教師」の自己開示が高い場合，低い場合

に比べて r児童」の自己開示 (r 表面的開示J r内面

的開示J) は高くなるであろう.

仮説 2. r教師」の自己開示が高い場合，低い場合

に比べて，児童の学校モラール (r 学校満足・学習意

欲J r学級連帯性J) は高くなるであろう.

方 法

調査対象

公立小学校 2校 9学級の 5年生334 名(男子 175 名，

女子159 名)を対象に調査を行った.

調査項目

1 学級担任教師の自己開示の測定

教師の自己開示の程度を測定する質問項目は以下

の通りである.

(1) あなたの担任の先生は，自分の趣味・特技や興

味を持っていることについて話されますか.

(2) あなたの担任の先生は，自分の家族のことにつ

いて話されますか.

(3) あなたの担任の先生は，休みの日にしたことや，

休みの日にあったことについて話されますか.

(4) あなたの担任の先生は，先生になる前までのと

と(自分が小きかった頃のとと，小学生・中学生・

高校生・大学生だった頃のことなど)について話

されますか.

(5) あなたの担任の先生は，なぜ先生になったかに

ついて話されますか.

この 5項目について 5個の選択肢r 5. 非常によ

く話すJ ..........r 1. 全く話きない」の中から 1つを選択

してもらった.

2 児童.の自己開示の測定

自己開示尺度は，遠藤・堀( 1 988) ，中川

(1 991) ，小口(1 99 1)等の用いた自己開示尺度を参

考に，児童たちが日頃話題にする内容を中心に以下

の質問項目を作成した.

(1) あなたは，自分の趣味・特技や興味を持ってい

ることについて先生に話しますか.

(2) あなたは，自分の家族のことについて先生に話

しますか.

(3) あなたは，友だちとけんかをしたり，友達とう

まくいっていないことがあれば，そのことについ

て先生に話しますか.

(4) あなたは，勉強でわからなかったことを先生に

質問したり話したりしますか.

(5) あなたは，登下校の間にあった出来事について

先生に話しますか.

(6) あなたは，家族と出かけたり旅行に行ったりし

たことについて先生に話しますか.

(7) あなたは，自分が見たテレビのことについて先

生に話しますか.

(8) あなたは，休みの日にしたことや休みの日にあ

ったことについて先生に話しますか.

(9) あなたは，今までの自分のこと(自分の小さか

った頃のこと，小学校に入学する前までのとと，

入学した後のことなど)について先生に話します

か.

UO) あなたは，自分の'悩みや心配に思、っていること

について先生に話しますか.

選択肢は，教師の自己開示尺度と同じである.

3 学校モラールの測定

佐藤・服部(1 993) を参考に以下の10 項目によっ

て調査を行った.

(1) あなたは，学校へ行くのが楽しいですか.

(2) あなたのクラスは，よくまとまっていますか.

(3) あなたは，授業中，一生げんめい勉強していま

すか.

(4) あなたのクラスは，みんなで決めた学級のめあ

てを守っていますか.

(5) クラス，の人たちは，みんなあなたに親切にして
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くれますか.

(6) 学校を休みたくなることがありますか.

(7) あなたのクラスは，協力的で助け合っています

か.

(8) もっと努力して勉強しようと思いますか.

(~) あなたのクラスは，みんな日直や係の仕事をー

生けんめいしますか.

。。 あなたのクラスは，あなたの気持ちをわかって

くれる友だちがいますか.

乙の10 項目について， 5つの選択肢 r5. 非常に

~である」から r1. 全く~でない」のうち 1つ

を選択させた.但し， 6 の項目は逆転項目である.

調査時期及び調査方法

平成 6年11 月下旬から 12 月上旬にかけて，学級単

位の集合調査法によって行われた.

結 果

学級担任教師の自己開示

教師の自己開示得点(方法で示した 5 問の合計得

点で，最低 5点~最大 25 点に亘る)は，全体 (334 名)

平均で15.31 (SD=5.0 1) であった.また，各学級

の平均得点は，表 1の通りである.

この結果を基に，学級平均が全体平均を上回る 5

学級 (A 小の2，4組， B 小の2，3， 4組)を「高学級」

群，他の 4学級(A 小の1，3組，及びB 小の1，5組)

を「低学級」群とした.また，各児童「個人」の得

点が，全体平均を上回る場合 r高認知個人J 群と

し，下回る場合を「低認知個人」群として以下の分

析を行った.

児童の自己開示の因子分析結果

児童の自己開示10 問の結果について因子分析の結

果を示したものが，表2 である.因子分析の手法は，

主因子法によって因子を抽出した後，パリマックス

回転を施すという手法を用いた. 1つの因子に， .500

以上の因子負荷量を示し，他の因子が.400 未満の因

子負荷量を示す項目を基に，各因子の解釈を行った.

その結果，第 1因子に高い負荷量を示す項目は r家

族旅行等J (.807) ， r休日での出来事J (.760) ， r登

下校での出来事J (.602) ， r勉強J (.577) ， rテレビ」

(.571) ， r今までの自分のこと J (.549) の8項目で

あった.これらは，自分の身の回りであったことや

日常での出来事についての情報に関する項目である

表 l 各学級における教師の自己開示得点(平均)

A 小 B 小
1組 2組 3組 4組 1組 2組 3組 4組 5組

平均 10.14 16.85 15.29 20 .4 4 9.36 21. 00 18.20 16.85 10.18 

(SD) (2.67) (2.78) (2.79) (1. 54) (2 .4 7) (2.54) (3.37) 0.99) (3.4 1) 

表 2 児童の自己開示に関する因子分析結果

項目内容
因子負荷量 共通性

II 

Q6 家族と出かけたり旅行をしたりしたことについて話す .807 .178 .682 

Q8 休みの日にしたことや休みの日にあったことについて話す .760 .226 .629 

Q1 自分の趣味・特技や興味を持っていることについて話す .754 ー.007 .569 

Q2 自分の家族のことについて話す .750 ー.069 .567 

Q5 登下校の間にあったことについて話す .602 .324 .4 67 

Q4 勉強でわからなかったことを質問したり話したりする .577 .211 .377 

Q7 自分が見たテレビのことについて話す .571 .234 .381 

Q9 今までの自分のことについて話す .549 .335 .413 

Q10 自分の悩みや心配に思っていることについて話す .052 .852 .729 

Q3 友だちとけんかをしたり，うまくいっていないことについて話す .201 .747 .598 

因子分散 4.196 1. 217 5.413 

寄与率(%) 42.1 12.2 54.1 
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ので，第 1因子を「表面的開示J (日常生活での出来

事)の因子と命名する.

第 2 因子に高い負荷量を示す項目は r自分の悩み

や心配に思っていること J (.852) r友だちとのけん

か，うまくいっていないこと J (.747) について話す

の2項目であった.これらは，悩み・心配，もめご

となど内面'性の高い'情報についての項目であるので，

第 2 因子を「内面的開示」の因子と命名した.

学校モラールの因子分析結果

学校モラーJレの調査項目10 問の結果について因子

分析を行ない 2因子を抽出した(表 3) • 

因子分析の手法は，児童の自己開示の場合と同じ

く，主因子法によって因子を抽出した後，パリマッ

クス回転を施す手法を用いた. 1つの因子に， .500 以

上の因子負荷量を示し，他の因子が， .500 未満の因子

負荷量を示す項目を基に，各因子の解釈を行なった.

その結果，第 1因子に高い因子負荷量を示す項目は，

「学校を休みたくなることがある(逆転項目 )J

(一 .750) ，r学校に行くのが楽しいJ (.682) ， r授業

中一生けんめい勉強している J (.672) ， rもっと努力

して勉強しようと思う J (.66 1)の 4項目であった.

とれらは，学校生活への満足度や学習意欲に関する

項目であるから，第 1因子を「学校満足・学習意欲」

の因子と命名する.第 2因子に高い因子負荷量を示

す項目は rクラスの目当てを守っている J (.777) ， 

「クラスは協力的で助け合っている J(. 760) ， rクラ

スはよくまとまっている J (.752) ， rクラスの人たち

は，みんな親切にしてくれる J (.532) ， rクラスはみ

んな日直や係の仕事を一生けんめいする J (.519) の

5項目であった.これらは，学級のまとまりや協力

性に関する項目であるから，第 2因子を「学級連帯

性」の因子と命名した.

「教師」の自己開示の高・低と「児童」の自己開示及

び学校モラールの結果

表 4 は r学級J，r個人」次元別に見た学級担任教

師の自己開示の高・低と児童の自己開示 (r 表面的開

示J r内面的開示J 及び「自己開示計J) と学校モラ

ーJレ(r 学校満足・学習意欲J r学級連帯'性」及び「モ

ラール計J) の結果について示したものである.更

に，図 1 は「学級J (A 要因)， r個人J (B 要因)の

2要因分散分析の結果から有意差の見られた結果

(表 4 )について図示したものである.

表 4及び図 1から明らかなように r児童Jの自己

開示及び学校モラーJレの全ての結果変数において，

「個人J (鴎要因での「教師」の自己開示高・低の主効 J

果が何れも有意であった.即ち，担任教師の自己開

示を高く認知している児童群の自己開示は高く，ま

た学校モラールにおいても有意に高くなる結果を示

した.一方 r学級」 ω次元での教師開示の主効果

は，児童の「表面的開示」においてのみ有意差が見

い出された.即ち，学級担任の自己開示の高い「学

級」において，日常的な出来事や家族のことなどの

児童の「表面的開示」が有意に高くなることを示し

ている.また r学級連帯性」のモラール項目におい

てのみ r学級」 ωx r個人」侶)の交互作用効果が有

意であった.・即ち，担任教師の自己開示が低い「学

表 3 学校モラールに関する因子分析結果

項目内容
因子負荷量 共通性

II 

Q6 学校を休みたくなることがあるか ー.750 .098 .572 

Q1 学校へ行くのが楽しいか .682 .241 .523 

Q3 授業中，一生けんめい勉強しているか .672 .037 .454 

Q8 もっと努力して勉強しようと思うか .661 .179 .4 69 

Q10 クラスには，あなたの気持ちをわかってくれる友だちがいるか .4 61 .279 .290 

Q4 クラスは，みんなで決めためあてを守っているか ー.008 .777 .603 

Q7 クラスは，協力的で助け合っているか .249 .760 .640 

Q2 クラスは，よくまとまっているか .169 .752 .594 

Q5 クラスの人たち‘は，みんな親切にしてくれるか .468 .532 .503 

Q9 クラスは，みんな日直や係の仕事を一生けんめいするか .450 .519 .4 72 

因子分散 3.865 1. 254 5.119 

寄与率(%) 38.7 12.2 51. 2 
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表 4 学級担任教師の自己開示の高・低と児童の自己開示及び学校モラールの結果

教師の自己開示 児童の自己開示 学校モラール

「学級」 ω「個人j (B) 人数 表面的開示内面的開示 計 学校満足学級連帯性 計

高 (A1)
高(B1) n=165 2.4 5(.71) 1.89(.84) i.17(.62) 3 :7 1( .8 1) 2.94 (. 76) 3.32 (.66) 

低 (B2) n=21 2.19(.69) 1.52(.51) 1.86(.39) 3.42(.80) 2.87(.66) 3.14(.68) 

低 (A2)
高 (B 1) n=26 2.22 (. 53) 1.98(.77) 2.10(.59) 3.74(.83) 3.22(.6 1) 3.4 8(.63) 

低 (B2) n=122 1. 92 (.63) 1.70(.68) 1.81(.58) 3.31(.95) 2.58(.73) 2.95(.74) 

高(A1) n=186 2.4 2 (. 71) 1. 85(.82) 2.14(.61) 3.68(.82) 2.93(.75) 3.30(.67) 

低 (A2) n=148 1.97(.63) 1.75(.70) 1.86(.59) 3.39(.94) 2.70(.75) 3.04(.75) 

高 (B1) n=191 2.42(.70) 1. 91( .83) 2.16(.62) 3.71(.82) 2.98(.75) 3.34(.66) 

低 (B2) n=143 1. 96 (.65) 1. 67 (. 66) 1. 81( .55) 3.33(.93) 2.63(.72) 2.98(.73) 

A * 
2要因分散分析の結果 B 事傘 * * 場 * ホ * 市傘 *本

AxB * 

註:表中の数値は平均値(標準偏差)を示す"事 ρ<.05 ，叫 pく.01.

4 
81 

回教師開示(高) 81 1 3 .4 

因 3 
回教師開示(低)

の

得 1::::::::: 目b矧 I::::::::::~引 I:::::::::: h.ー l 3 

占 2.5

d曲目 Tお 11 ゑ 111 関11 顔協| 2 8
平 81 

院京司円円 2.6 

均

値 1.5 卜 I:m:~:湖 t~II開 [JII 悶 Itm 淵 ImJ: m!:悶 mmmæ~~ nnm: 閥 2.4
Al A2 

児童開示針 表面的開示表面的開示 内面的開示 モラール計 学校満足 学級連繕性 学級連帯停性

(8 主効果 (A 主効果) (8 主効果) (8 主効果) (8 主効果 (8 主効果) (8 主効果l (Ax8 効果)

図 1 教師の自己開示と児童の自己開示及び学校モラールの結果.

註:教師の自己開示高・低聞に有意差の見られた主効果及び交互作用効果(表 4 )の結果

級」の場合，多数を占める低認知「個人」群(1 22 名)

の「学級連帯'性」得点が有意に低いのに対し，高認

知「個人」群 (26 名)の得点は逆に高い結果を示し

ている.とれに対し r学級」高群においては，高・

低「個人」認知群とも「学級」低群の全体平均値を

上回る得点を示していて，両認知群間の差はほとん

ど見い出さ・れない.

考 察

まず，仮説 1，即ち「担任教師の自己開示が高い

「学~&.J及び「個人」の児童の自己開示は，低い「学

級」及び「個人」に比較して高くなるであろう」に

ついて考察することにする.表 4及び図 lから明ら

かなように，高「個人」認知群では全ての開示項目

(r 表面的開示j ，r内面的開示」及び「自己開示計j)

において有意差が見出された.即ち，教師の自己開

示を高く認知している児童群において，教師に対す

る表面的，内面的自己開示が共に高くなる結果を示

している.また r学級」次元では，日常生活での出

来事等の「表面的開示」においてのみ有意差が見出
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された.即ち，教師の自己開示高「学級」群におい

て，低「学級」群より表面的自己開示が高くなる結

果を示した;しかし r内面的開示J については「個

人J 次元では有意差が見い出されたものの r学級」

次元では差が見い出されなかった.

ところで，ここでいう「表面的開示」とは，趣味

や特技，家庭や登下校での出来事やトピックス等の

開示であるのに対し r内面的開示」は個人的な悩み

や心配ごと，友人関係でのトラプル等についての開

示である.つまり r内面性」とは，自己開示の内容

が開示者の私的で特殊な領域であり，望ましくない

側面を含むとともに，強い感情を伴う等の特徴を持

っている.従って「自己開示の受け手がそれと同等

の価値を持ったもの(即ち，間程度に内面的な自己

開示)を相手に返すべきであるという辺報性の規範

に従うことが考えられる.また，久世・蔭山 (1973)

は，困った場面における両親への信頼感が高い青年

は，両親への信頼感の低い青年に比べ，両親に対す

る自己解放性が高いことを見い出し，このことは教

師についても同様の結果が示されるであろうと指摘

している.この他，自己開示に影響する要因として

は，相手への親密感や好意も上げられるであろう.

ところで，相手に対する信頼感や親密感，好意とい

った心理は，すぐれて個別的で個性的なものである

と考えられる.以上のような理由により r内面的開

示」が「学級」次元では有意差が見い出されず r個

人」次元での教師の自己開示高・低聞に有意差が見

い出されたものと解釈される.これに対し r表面的

開示」の場合には，教師の解放的な自己開示のもた

らす学級集団の雰囲気等によっても影響を受付ると

とが考えられ「学級」次元での有意差が見い出され

たものと考えられる.

以上の考察より，仮説1， r教師」の自己開示が高

い場合，低い場合に比べて r児童」の自己開示(r 表

面的開示J r内面的開示J) は高くなるであろうは，

「児童J の個人認知次元では支持されたが r学級」

次元では「表面的開示」においてのみ支持されたと

いえる.

次に，学級担任教師の「自己開示」高・低と学校

モラールとの関係について考察することにする.結

果は，表 4及び図 1から明らかなように r学級」次

元での担任教師の自己開示高・低問の主効果には有

意差が見い出されなかったが r個人」次元の高・低

聞に有意差が見い出された.即ち，教師の自己開示

を高く認知している児童「個人」群において，低く

認知している児童群よりも r学校満足・学習意

欲J，r学級連帯性」及び「モラール計」が有意に高

くなることが見い出された.その理由としては，教

師の自己開示と，児童の自己開示の相互促進関係，

即ち，教師一児童間相互の意思疎通(コミュニケー

ション)の促進が，以上の結果をもたらすものとし

て解釈されよう.

なお最後に，以上の結果を，教師の全体的なリー

ダーシップ(指導性)の視点から考察するならば，

教師の自己開示はリーダーシップ PM 論(三隅，

1984) でいう M 機能に相当するものであろう.これ

まで，学校モラール等の結果変数に及ぽす教師の指

導行動の効果としては， PM 型において最も高く，次

いで M 型， P 型が続き， pm 型において最も低くな

るという結果が見い出された(三隅， 1984: 佐藤，

1993 :佐藤・服部， 1993). 教師の M 行動の基盤に

ある教師の自己開示の重要性とともに，児童「個人」

及び「学級」集団に対する目標達成や課題遂行，行

動の方向づげ等の P 機能が欠かせないであろう.教

師の自己開示で「学級」次元の高・低聞に，有意差

が見い出されなかったことも， P 行動が介在しない

形での分析であるため生じた結果であるとも解釈さ

れる.

以上の考察より，仮説 2，r教師」の自己開示が高

い場合，低い場合に比べて，児童の学校モラール(r 学

校満足・学習意欲J r学級連帯性J) は高くなるであ

ろうは r児童」の個人認知次元においてのみ支持さ

れたといえる.
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